
村
井
知
至
は
、
同
志
社
が
生
ん
だ
偉
大
な
キ
リ
ス

ト
者
で
、
社
会
主
義
者
で
、
英
語
学
者
で
あ
っ
九
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
志
社
の
歴
史
で
村
井
が
評
価

さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
ま
し
て
日
木
全
休
の
歴
史

の
上
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、
な
船
さ
ら
少
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
村
井
は
、
日
本
社
会
主
義
史
上
、
明

治
三
十
一
年
結
成
の
社
会
主
義
研
究
会
の
会
長
と
し

て
、
ま
九
、
日
本
で
最
初
の
体
系
的
な
社
会
主
義
の

1

多
面
的
な
活
躍
を
し
た
人
で
あ
る
の
に
反
し
、
我
々

研
究
者
の
方
が
、
村
井
の
全
活
動
分
野
を
カ
バ
ー
す

る
能
力
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
六
、
七
年

前
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
と
き
、
上
野
直
蔵
先

生
に
、
「
今
私
は
、
日
本
の
社
会
主
義
の
草
分
け
の

一
人
で
あ
る
村
井
知
至
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
」

と
船
話
し
し
た
と
こ
ろ
、
「
君
の
一
言
っ
て
い
る
村
井

知
至
と
い
う
の
は
誇
学
者
の
村
井
先
生
の
こ
と

あ
の
人
は
社
会
主
義
者
だ
っ
九
の
か
ね
」
と
言

、
、
力わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
上
野
先
生
は
社
会
主
義
者
村

井
知
至
を
知
ら
ず
、
私
は
英
語
学
者
村
井
知
至
を
知

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
松
田
道
雄
先
生
の
『
私
の
読
ん
だ
本
』

(
岩
波
新
書
)
に
は
、
ご
自
身
が
受
誰
さ
れ
た
予
備

校
の
冬
期
臨
時
書
会
を
回
想
さ
れ
た
次
の
よ
う
な

箇
所
が
あ
る
。

「
客
寄
せ
の
た
め
に
、
受
験
書
で
有
名
な
先
生

が
た
が
東
京
か
ら
呼
ぴ
ょ
せ
ら
れ
て
い
た
。

い
ち
ぱ
ん
印
象
に
の
こ
っ
て
い
る
の
は
、
村
井

知
至
と
い
う
、
船
し
ゃ
れ
で
小
柄
の
六
十
歳
ぐ
ら

い
の
先
牛
だ
っ
た
。
ひ
ょ
う
き
ん
な
人
で
、
口
を

き
く
た
ぴ
に
生
徒
を
笑
わ
せ
た
。
和
文
英
訳
を
受

け
も
っ
て
い
ら
れ
た
が
、
日
本
交
と
英
交
は
逆
の

構
造
だ
か
ら
、
和
交
英
訳
は
下
か
ら
上
へ
と
、
う

功

著
述
で
あ
る
『
社
会
主
義
』
の
著
者
と
し
て
言
及
は

さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
そ
れ
は
じ
ゅ
う
ぶ

ん
な
、
の
で
は
な
い
。
『
明
治
社
会
思
想
の
形
成
』

(
芳
賀
書
店
)
や
『
明
治
の
労
働
運
動
』
(
紀
伊
国
屋

新
書
)
に
船
い
て
村
井
に
触
れ
た
私
自
身
亀
、
そ
の

例
外
で
は
な
か
っ
た
。

こ
う
な
っ
た
最
大
の
原
因
は
、
村
井
が
キ
リ
ス
ト

教
界
、
社
会
主
義
運
動
、
藷
數
育
界
の
三
分
野
で

同志社人物誌(42)

村井

辻野
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な
ぎ
が
川
を
の
ぽ
る
よ
う
に
訳
し
て
い
け
ぱ
よ
い

と
、
う
な
ぎ
が
川
を
の
ぽ
る
様
子
を
全
身
を
つ
か

つ
て
衷
現
さ
れ
た
。
先
生
の
配
ら
れ
た
プ
リ
ソ
ト

の
例
題
は
、
奇
妙
に
ど
れ
も
こ
れ
も
最
後
か
ら
英

語
に
な
船
し
て
い
く
と
ぅ
ま
く
で
き
た
。
こ
の
か

わ
っ
た
老
先
生
が
、
日
本
の
社
会
主
義
器
の
草

分
け
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら

二
十
年
以
上
た
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
」

村
井
知
至
に
つ
い
て
研
究
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

と
思
い
つ
つ
、
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
も
、
英
語
教

育
史
に
つ
い
て
も
、
知
識
が
な
い
の
で
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
東
洋
経
済
新
報
社
か
ら
出
て

い
る
『
日
木
近
代
史
辞
典
』
が
、
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
の
波
部
徹
教
授
を
中
心
に
し
て
『
Π
本
近

現
代
史
辞
典
』
と
し
て
改
訂
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

京
大
人
交
研
の
研
究
会
で
私
に
「
村
井
知
至
」
の
項

目
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
私
は

キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
知
繁
な
い
の
で
あ
る
が
、

「
盲
目
の
国
で
は
片
目
は
王
様
」
の
た
と
え
の
と
船

り
で
、
引
き
受
け
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

早
速
既
刊
の
事
典
類
で
「
村
井
知
至
」
の
項
を
引

い
て
調
べ
て
み
た
が
、
直
観
的
に
納
得
で
き
な
い
も

の
ぱ
か
り
。
そ
こ
で
思
い
つ
い
た
の
が
早
稲
田
大
学

名
誉
教
授
安
部
民
雄
先
生
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
安
部

民
雄
先
生
の
父
は
、
か
の
安
部
磯
雄
で
あ
り
、
安
部

磯
雄
と
村
井
知
至
は
、
同
志
社
で
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

で
あ
り
、
親
友
中
の
親
友
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

安
部
民
雄
先
生
と
は
安
部
磯
雄
研
究
の
論
文
抜
き
刷

り
を
船
送
り
し
九
こ
と
か
ら
交
通
が
あ
っ
た
の
で
、

後
列
右
か
ら
二
人
目
が
村
井
知
至
。

そ
の
右
、
山
岡
邦
三
郎
、
左
は
原
忠
美
。

(
明
治
二
十
八
年
二
月
。
山
岡
保
氏
蔵
)

安
部
先
生
に
「
村
井
知
至
先
牛
の
ビ
子
息
は
ど
こ
に

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
船
尋
ね
し
た
と

こ
ろ
、
「
ビ
子
息
は
村
井
勇
吾
氏
と
い
わ
れ
、
関
学

で
ド
イ
ッ
文
学
を
教
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
は
ず
だ
」

と
の
船
教
え
を
い
た
だ
い
た
。
す
ぐ
に
関
学
の
卓
務

局
に
電
話
を
し
た
と
と
ろ
、
「
す
で
に
関
学
を
船
退

き
に
な
り
、
現
在
は
新
設
の
兵
庫
医
科
大
学
で
教
鞭

を
と
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
と
の
こ
と
0

早
速
村
井
勇
吾
先
生
に
連
絡
を
と
り
、
尼
崎
の
船

宅
に
お
じ
や
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
ビ
教
示
を
賜
り
、
ま

九
少
な
か
ら
ぬ
資
料
を
拝
借
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と

も
か
く
も
辞
典
の
原
稿
を
書
き
上
げ
た
。
以
下
は
そ

の
原
稿
で
あ
る
。

「
村
井
知
至
む
ら
い
と
も
よ
し
(
一
八
六
一

一
九
四
四
、
交
久
一
・
九
・
一
九
1
昭
和
一
九

ニ
・
一
六
)
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
社
会
主
義
者
、
英

語
学
者
。
松
山
藩
士
の
子
と
し
て
出
生
。
横
浜
海

岸
教
会
で
受
洗
。
一
八
八
四
年
(
明
治
一
七
)
同

志
社
英
学
校
を
卒
業
し
神
学
科
に
進
ん
だ
が
、
伝

統
主
義
的
な
カ
リ
キ
ュ
一
プ
ム
に
あ
き
た
ら
ず
、
学

校
当
局
と
対
立
し
、
親
友
安
部
磯
雄
と
共
に
中

退
。
一
八
八
九
年
渡
米
し
、
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
神
学

校
卒
業
。
一
八
九
三
年
帰
国
し
本
郷
教
会
を
牧
し

た
。
日
清
戦
争
後
再
渡
米
、
フ
ィ
オ
ワ
大
学
で
社
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会
学
を
学
ぶ
。
一
八
九
七
年
春
帰
国
し
、
ユ
三
ブ

リ
ア
ソ
協
会
惟
一
館
の
説
教
者
と
な
っ
た
。
一
八

九
八
年
一
0
月
惟
一
館
を
本
拠
に
し
て
社
会
主
義

研
究
会
が
結
成
さ
れ
る
と
、
そ
の
会
長
に
就
任
し

た
。
一
八
九
九
年
三
月
東
京
外
国
語
学
校
教
授
と

な
る
。
七
月
『
社
会
主
義
』
を
公
に
し
、
キ
リ
ス

ト
教
社
会
主
義
を
体
系
化
し
た
。
そ
の
後
社
会
主

義
協
会
・
労
働
組
合
期
成
会
に
も
関
係
し
九
が
、

し
だ
い
に
社
会
主
義
運
動
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
九
。

一
九
二
0
年
(
大
正
九
)
東
京
外
国
璽
校
辞
任
、

一
九
二
四
年
第
一
外
国
語
学
校
を
創
立
し
て
校
長

に
就
任
し
九
。
し
か
し
第
一
外
器
学
校
は
資
金

面
の
後
援
者
の
死
去
に
ょ
り
数
年
で
廃
校
と
な
っ

ナ
」
私
の
今
回
の
調
査
で
従
来
の
説
の
誤
り
が
発
見
さ

れ
た
の
は
、
村
井
は
同
志
社
入
学
後
ク
リ
ス
チ
ャ
ソ

に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
横
浜
で
修
業
中
に
受
洗

し
、
同
志
社
を
卒
業
し
た
友
人
の
勧
め
で
同
志
社
へ

入
学
し
た
こ
と
が
一
っ
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
辞

典
に
は
書
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
村
井
は
正

統
派
の
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
ユ
ニ
テ
リ
フ
ニ
、
ス
ム
に
移

り
、
ユ
三
ブ
リ
ア
ソ
嘉
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、
後

ニ
テ
リ
フ
ニ
ズ
ム
か
ら
乱
れ
(
あ
る
V
は

卒
業
し
)
、
「
神
」
で
は
な
く
父
便
母
「
処
」
と
い

、
、

う
字
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
か
み
と
読
ま
し
、
教
会
な

き
宗
教
を
唱
え
九
こ
と
で
あ
る
。
ま
九
、
こ
の
度
凋

査
し
て
み
て
驚
い
た
こ
と
は
、
村
井
知
至
と
A
.
W
.

メ
ド
レ
ー
の
共
髄
な
る
英
語
の
参
考
鴛
勉
弧
し

た
体
撃
持
っ
人
が
い
か
に
多
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
九
。
村
井
勇
吾
先
生
か
ら
村
井
知
至
・
メ
ド
レ

1
共
著
の
器
参
考
書
を
ワ
ソ
七
ツ
ト
送
っ
て
い
た

だ
い
元
が
、
そ
の
中
の
一
冊
の
ご
と
き
は
、
三
五

版
の
多
き
を
数
え
て
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
九
。

本
年
度
よ
り
、
人
交
科
学
研
究
所
キ
リ
ス
ト
教
社

会
問
題
研
究
会
で
は
、
「
『
六
△
鼎
、
智
の
総
合
的
研

究
」
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
研
究
の
一
環
と
し

て
、
昨
年
十
月
二
十
二
日
、
安
部
民
簸
・
村
井
勇
吾

の
両
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
「
父
を
曹
」
と
の
テ

一
の
も
と
に
、
い
ろ
い
ろ
興
味
あ
る
お
'
を
し
て

た
だ
い
た
。
半
世
紀
ぶ
り
に
会
わ
れ
九
幼
友
達
で

いあ
る
安
部
民
雄
・
村
井
勇
吾
両
先
生
の
船
話
は
、

「
父
は
同
克
を
、
新
島
先
生
を
ど
ぅ
話
し
て
い
た

か
」
、
「
家
庭
で
の
父
は
ど
ぅ
で
あ
っ
九
か
」
か
ら
始

ま
っ
て
、
我
々
に
興
味
あ
る
こ
と
ぱ
か
り
で
あ
っ

九
。
安
部
磯
雄
が
同
志
社
総
長
就
任
を
こ
と
わ
っ
た

経
緯
と
か
、
村
井
知
至
か
ス
ト
ラ
ッ
ト
プ
オ
ー
ド

オ
ソ
・
ニ
イ
ボ
ソ
の
シ
ェ
ク
ス
ピ
フ
愽
物
館
の
訪
問

者
名
緋
に
名
前
の
み
ぇ
る
最
初
の
日
本
人
で
あ
り
、

そ
れ
は
激
石
の
博
物
館
訪
問
に
先
だ
つ
こ
と
一
年
で

あ
る
と
の
秘
話
、
超
介
さ
れ
た
。

安
部
磯
雄
を
研
究
し
て
い
る
人
も
、
そ
う
多
く
は

な
い
。
村
井
知
至
の
研
究
家
に
い
た
っ
て
は
、
皆
無

に
等
し
い
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
ど
ぅ
考
え
て
も
お

か
し
い
。
私
は
、
日
木
の
社
会
主
義
の
最
も
大
き
な

樫
同
志
社
で
あ
る
と
の
仮
説
を
た
て
て
い
る
。

村

井
知
主
・
{
女
部
磯
雄
・
岸
本
喪
太
ら
が
中
心
で
あ

つ
九
社
会
主
義
研
究
会
こ
そ
、
日
本
社
会
主
義
の
出

発
点
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
村
井
知
至
の
研

究
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
私
自
身
も
、
近
い
将
来
、

多
方
面
の
か
九
が
た
と
協
力
し
て
村
井
知
至
の
全
体

像
を
明
ら
か
に
で
き
れ
ぱ
、
と
念
じ
て
い
る
。

大
学
法
学
部
嘱
託
譜
師

罪0」申i中
け勺

内含厶況、
;11

牙ιi中

に

しよ

,

こコ.

"＼

あ
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村井知至創案女字と自筆の詩。
(山岡保氏蔵)
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